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WAISから見る発達障害

発達障害



発達障害を判断する指標である「 WAIS-IV」では、以下の項目で判定している。

言語理解 ：言葉を中心とした理解力、知識など。
知覚推理 ：  視覚を中心とした状況の把握、理解の力など。
ワーキングメモリー ：聴覚を中心とした記憶や注意力、集中力など。
処理速度 ：作業の正確さやスピード、処理能力など。

主な測定内容 :
言語的な概念形成、言葉の意味の理解、語彙力、文化的知識、得られた知識を言語化して表現する
能力。
代表的な下位検査 :

「類似」（ 2つの言葉の共通点を答える）
「単語」（言葉の意味を説明する）
「知識」（一般的な事実や知見を答える）。

スコアが低い場合の傾向 :
抽象的な概念や慣用句、メタファーを文字通りに受け取ってしまいがみになる。
自分の意図を正確に表す言葉が見つからず、感覚的な表現や回りくどい説明になりやすい。
専門用語や複雑な定義の理解に時間がかかり、他者との間で「言葉の定義のズレ（認識齟齬
）」が発生しやすい。

WAISから見る発達障害
WAIS-IV

WAIS-IVの 4
つの主要指標と低値時の傾向
1. 言語理解（ VCI: Verbal Comprehension
Index）



主な測定内容 :
視覚情報を正確に捉え、その構造や関係性を非言語的に分析し、手や空間を使って問題解決を図る
能力。

�� 現行の WAIS-IVでは視覚空間 (VSI)と流動推理 (FRI)に細分化される要素を含む。

代表的な下位検査 :
「積木模様」（見本通りに積木を並べる）
「行列推理」（図の法則性を推論して穴埋めする）

スコアが低い場合の傾向 :
図表、グラフ、空間的な位置関係、デザインの意図などをパッと視覚的に理解することが苦
手になる。
地図を読むこと、組み立て家具のマニュアルを視覚的に追うこと、手際よく物理的な作業を
こなすことに負荷がかかりやすい。

言葉による説明を受けた方が、状況を理解しやすくなる傾向がある。

主な測定内容 :
耳から入った情報を一時的に頭の中で保持し、それを操作・加工したり、複数の情報を同時に頭に
留めながら作業したりする能力。
代表的な下位検査 :

「数唱」（数字を聴いて順序・逆順・昇順で復唱する）
「算数」（暗算で文章題を解く）

スコアが低い場合の傾向 :
口頭での長い指示や、会議での複雑な決定事項を一度で覚えきれず、メモが不可欠になる。
「あれをしながら、これを考える」といったマルチタスクや、頭の中で情報を組み立てなが
ら同時並行で話すことが難しくなる。
会話の途中で「今、何の話をしていたっけ？」と文脈の糸が切れやすくなる。

2. 知覚推理（ PRI: Perceptual Reasoning
Index）

3. 作動記憶（ WMI: Working Memory Index
）

4. 処理速度（ PSI: Processing Speed Index
）



主な測定内容 : 簡単な視覚情報を素早く、正確に、継続して処理・識別する能力。
代表的な下位検査 :

「符号」（記号と数字を素早く対応させて書き写す）
「記号探し」（特定の記号が提示された中にあるか素早く探す）

スコアが低い場合の傾向 :
書類の文字を読み込むこと、板書を書き写すこと、タイピングなどの単純作業に時間がかか
る。
スピードを求められる状況や、矢継ぎ早に会話が展開する環境で、情報処理が追いつかずに
疲弊しやすい。
「能力がないわけではないが、タイムリミットや制限速度のある状況でパフォーマンスが著
しく落ちる」という現象が起きる。

ASD傾向を持つ人の WAIS-IV
では、単に「低い指標がある」というよりも、指標間や下位検査間での「極端な凸凹（ギャップ）」として
現れやすい。

典型的なパターン :
「言語理解（ VCI）」や「知覚推理（ PRI
）」が非常に高く、論理的思考や抽象的な概念理解、視覚的な構造把握に優れている。
その一方で、「作動記憶（ WMI）」や「処理速度（ PSI
）」が低めに出る、あるいは同じ指標内でも特定の検査項目でガクッと点数が落ちる。

そこから見えてくる特性 :
頭の回転や概念の抽象化能力（ VCI/PRI
）が非常に高いため、自分の専門分野や興味のある領域では圧倒的な知力を発揮する。
しかし、作業のスピード（ PSI）や、聴覚情報を一時保持する力（ WMI
）が追いつかないため、「頭の中では完璧に分かっているのに、作業が遅い」「口頭で次々
と言われると処理しきれずにフリーズする」というアンバランスが起きる。
また、言葉の「類似（共通点）」や「知識」が高くても、実際の社会的文脈における空気読
みや、直感的なニュアンスの理解（社会的認知）が苦手な場合、『理屈は完璧にこねるのに
、言葉の定義のズレや文脈の欠落に気づきにくい（先ほどの認識齟齬のメカニズム）』とい
う現象に繋がりやすい。

WAIS-IVから見える発達障害
1. ASD
（自閉スペクトラム症）傾向とプロフ
ァイルの特性



ADHD傾向が強い場合も、特定の認知機能のボトルネックがスコアに現れやすい。

典型的なパターン :
「作動記憶（ WMI）」や「処理速度（ PSI）」のスコアが、他の指標（ VCIや PRI
）に比べて有意に低い（あるいは不安定である）。

そこから見えてくる特性 :
知的能力そのものは高くても、情報を一時的に頭に留めておく作業領域（ WMI
）が狭いため、マルチタスクや口頭での指示の保持で著しい負荷がかかる。
処理速度（ PSI
）の低さやブレにより、注意力散漫、ケアレスミス、作業の段取りの崩壊、思考の脱線が引
き起こされやすくなる。

結論から言えば、 WAIS-IVのスコア単体で『 ASDのみか、 ASDと ADHDの併発（いわゆる AuDHD
）か』を決定的に断定することはできない。けれど、 4つの指標（ VCI, PRI, WMI, PSI
）の『凹凸のパターン』や『下位検査のばらつき方』を緻密に分析することで、その疑いをかなり高い精度
で看破することは可能である。

ASD
の本質は「認知の硬直性」「パターン化の好み」「社会性の偏り」「抽象概念・論理の卓越（または偏り）
」にある。

典型的なパターン :
「言語理解（ VCI）」や「知覚推理（ PRI
）」が非常に高く（突出して優れている）、全体的な知能の枠組みが頑丈。
一方で、社会的認知や状況適応に関わる部分で苦戦することはあっても、「作動記憶（ WMI
）」や「処理速度（ PSI

2. ADHD
（注意欠如・多動症）傾向とプロファ
イルの特性

ASD単体  vs AuDHD（ ASD+ADHD
併発）の WAIS-IVプロファイル比較

1. ASD単体傾向が強い場合のプロファイル



）」が必ずしも致命的に低いとは限らない（あるいは、高水準で安定していることもある）
。

認知の特徴 :
思考のベースは極めて安定しており、自分の興味のある領域ではエラーの少ない高精度な処
理を行う。
困難の主たる原因は「情報の処理能力の不足」ではなく、「文脈の読み違え」「こだわり」
「変更への耐性の低さ（柔軟性の欠如）」に起因する。

AuDHDの場合、 ASDの「こだわり・秩序の欲求」と、 ADHD
の「不注意・多動衝動・ワーキングメモリの枯渇」が内部で激しく衝突する。

典型的なパターン :
「作動記憶（ WMI）」と「処理速度（ PSI
）」の双方が、あるいはそのどちらかが、他の指標（ VCIや PRI
）に対して「有意に大きく」落ち込む（圧倒的な凹凸の激しさ）。
VCIや PRI（知る力・考える力）は非常に高いのに、 WMIや PSI
（それを実行・保持・出力する力）がガタガタに低いという、「エンジンは超高性能なのに
、ブレーキとアクセル、そして伝達シャフトの調子が狂っている」ような状態が数値に現れ
る。

認知の特徴 :
頭の中では高度で複雑なアイデアや論理が猛烈なスピードで回転している（ VCI/PRI
の高さ）のに、それを一時保持して組み立てる作業領域（ WMI
）からこぼれ落ちたり、外へ出力するスピード・正確さ（ PSI）が追いつかなかったりする。
結果として、「自分の頭の良さと、実際の作業・表出能力のギャップ」に起因するフラスト
レーションや、ケアレスミスの頻度が、 ASD単体よりも遥かに深刻なレベルで発生する。

WMI（作動記憶）や PSI
（処理速度）の低下が「実行機能や情報の保持・出力のボトルネック（作業の躓き）」を意味するのに対し
、 VCIや PRI
の低下は「特定の知的・認知的ドメインにおける処理の苦手さ（概念化や非言語推論の躓き）」を直に反映

2. AuDHD（ ASD + ADHD
併発）傾向がある場合のプロファイル

「 VCI（言語理解）」や「 PRI
（知覚推理）」が落ち込む場合の構造
と意味



する。

言語的な概念形成、語彙の獲得、抽象的思考、あるいは言語的な情報処理にボトルネックがある状態。

想定される背景・特性 :
発達性言語障害（ DLD）や学習障害（ LD）の言語関連の特性 :
言語を構造化して理解したり、概念を言葉で抽象化したりすることに生まれつき負荷がかか
る。
環境要因や成育歴の影響 :
言語的刺激が少ない環境で育った場合や、日本語が第一言語ではない（バイリンガル等の）
環境的要因がスコアに影を落とすこともある。
脳の局所的な機能偏在 :
視覚的な推理や作業は得意なのに、言葉で思考を組み立てたり説明したりすることが極端に
苦手な「非言語的な強み・言語的な弱み」のアンバランス。

実生活上の影響 :
口頭での複雑な指示や、抽象的な議論についていくのが難しい。
自分の考えを言葉にして他者に伝えるとき、回りくどくなったり、適切な語彙が出てこずに
もどかしい思いをしたりしやすい。

視覚情報を構造的に捉えること、空間的な位置関係を把握すること、あるいは非言語のパターンの規則性を
見抜き推論する能力にボトルネックがある状態。

想定される背景・特性 :
視空間認知の弱さ・非言語性学習障害（ NLD）の傾向 :
言語によるコミュニケーションや語彙力は非常に高い（ VCI
が高い）のに、図表、地図、パズル、積木のような視覚的・空間的な処理能力が極端に低い
という、いわゆる「 VCI ＞  PRI」の逆転現象が起きる。
脳の右半球的な処理や頭頂葉・後頭葉の機能的偏り :
視覚情報を統合して全体像を把握するプロセスに負荷がかかる。

実生活上の影響 :
方向音痴が極端であったり、地図が読めなかったりする。
グラフや図解から情報を直感的に読み取るのが苦手で、文章で説明された方が理解しやすい
。
手先を使った細かい作業や、物理的な組み立て、球技などの空間把握を伴う運動でつまずき
やすい。

1. 「言語理解（ VCI）」が大きく落ち込む場合

2. 「知覚推理（ PRI /
視覚空間・流動推理）」が大きく落ち込む場
合



なぜ必要か :
自分とは異なる価値観や行動様式に直面したとき、それを「間違い」や「異物」として即座
に排除せず、「ルールの異なる別のシステム」として抽象化して理解するためには、高い言
語理解や概念形成能力（ VCI）が必要になる。
言葉の定義や背景にある文脈の多様性を、多層的な構造として捉えるキャパシティが VCI
の高さに支えられている。

なぜ必要か :
「もし自分が相手の立場（認知特性）だったら、世界はどう見えているか」という仮説を脳
内で一時的に保持し、シミュレートするためには、十分な作動記憶（ WMI
）の容量が必要になる。
WMI
に余裕がない状態（常にキャパシティオーバーの人間）は、自分の処理で手一杯になるため
、他者の視点を脳内に維持するスペースがなくなり、無意識に「自分の基準＝世界の基準（
自己中心性）」へ逃げ込んでしまう。

なぜ必要か :
WAIS-IV
のプロファイルにおいて、自分自身の得意・不得意（どこでつまずきやすいか）を客観的に
把握できている人は、「自分にも認知の偏りや限界があるのだから、他者にも当然それぞれ
の見え方があるはずだ」という謙虚さ（認知の相対化）を持ちやすい。
逆に、自分の認知の偏りに無自覚な場合、「自分に理解できないものは不条理だ、あるいは
間違っている」という断定に陥りやすい。

多様性を認めるために必要な
WAIS-IV的・認知的基盤
1. 高い「言語理解（ VCI）」による抽象的枠組みの拡張

2. 「作動記憶（ WMI
）」の余力による視点の切り替え（ロールプレイ能力）

3. 認知の「凸凹（アンバランス）」を自覚するメタ認知の広がり


